
東邦大学・医学部・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６６１

若手研究(B)

2019～2017

医学教育における共感度向上に関する研究

Study on improvement of empathetic communication skill in medical education

２０７２５９５７研究者番号：

中村　祐三（Nakamura, Yuzo）

研究期間：

１７Ｋ１５７５０

年 月 日現在  ２   ６ １６

円     1,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究は医学生の共感的なコミュニケーション能力の現状を把握し，コミュニケーシ
ョン能力向上に影響を与える因子を検討することであった．結論として現在の医学教育の臨床実習でも共感的コ
ミュニケーション能力を有意に向上させるが，大勢の患者との短時間の医療面接よりも一人の患者との合計時間
が長い医療面接の方がより共感的なコミュニケーション能力が向上することが明らかとなった．最後にうつや不
安があると共感的コミュニケーション能力が向上しにくい傾向も明らかとなった．
共感的なコミュニケーション能力を向上させるためには，適切な数の患者との医療面接や学生自身の精神的健康
も考慮する必要がある．最終的な論文は投稿中である．

研究成果の概要（英文）：We examined to understand the current state of empathetic communication 
skill of medical students and the factors that improved of empathetic communication skill. We 
understood that clinical practice of current medical education significantly improves empathetic 
communication skill. In addition, a long time medical interview with one patient improved more 
empathetic than an over medical interview with many patients. Finally, medical students with 
depression and anxiety have difficulty improving their empathetic communication skills than others. 
We understood that medical interviews with an appropriate number of patients and considering the 
mental health of medical students improved empathetic communication skill.I have posted the final 
result papers.

研究分野： 医学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により，良き臨床医育成には多くの患者と接した経験よりも一人一人の患者と接し，それをしっかりと理
解するといった，ある程度の時間的余裕を持った臨床実習が必要であることが明らかとなった．これをシステマ
ティックにすることで，効率よく，良き臨床医育成には欠かせない，共感的なコミュニケーション能力向上を行
うことが出来るのではないかと考えている．
良き臨床医を多く輩出できることで，患者への対応能力が向上し，診察の質が向上することで，ひいては医療費
削減に貢献できるようになるのではないかと考えている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在の日本の医療費は現在 40 兆円まで拡大しているが，大半が慢性疾患である．慢性疾患の

多くは器質的因子だけでなく，心理的因子からのアプローチ，つまり精神的な側面からのアプロ
ーチを行うことも重要であり，これを行うか否かによって，症状が変化すると考えられる．その
ため患者を身体的側面からも精神的側面からもしっかりと診察をする，いわば「患者から信頼さ
れる臨床医」を育成することが重要であり，そのためには医師の共感的なコミュニケーションス
キル向上が必須となる． 
しかし昔から医師のコミュニケーション能力の低さは指摘されてきているものの，この共感

能力の育成は検討されてこなかった．医師の共感的なコミュニケーションスキルの重要性が訴
えられるようになったのは最近 2,30 年であり，不明な点も多い． 
 
２．研究の目的 
 本研究は医学部の臨床実習教育を通じて，情動・共感能力を客観的指標で評価を行い，①医学
生の共感能力の現状の測定 ②実習での関わり方や実習内容によりどのように共感能力が変化
するかを調査することを目的とした．本研究は前向きな観察研究であり，これを明らかにするこ
とで，共感的なコミュニケーション能力に影響を与える因子と向上させる方略の手がかりにな
ると考えられた． 
 
３．研究の方法 

2017 年 10 月から 2019 年 1 月までに東邦大学医療センター大森病院で 1 週間の臨床実習を行
った東邦大学医学部 5 年生 141 名(男子学生 90 名，女子学生 51 名)を対象とした観察研究であっ
た．学生に以下二つの質問紙を配布し，それを評価項目とした．また学生の実習内容や性別，医
療面接を行った患者数により，共感的なコミュニケーション能力がどのように変化し，影響を与
えるのか検討した． 
①Jefferson Scale of Physician Empathy Student version（JSE score 日本語版；JSE-S）；医療
者の共感度を測定する質問紙で様々な言語に翻訳され，使用されている．JSE-S を実習開始前と
実習終了後の 2 回記入してもらい，JSE-S の合計点と実習前後の変化量を分析に利用した． 
②GHQ-30；GHQ（The General Health Questionnaire）一般精神健康質問紙であり，本研究では職
場の健康管理などで主に用いられる 30 項目からなる質問紙を使用した． 
 
４．研究成果 
（共感的コミュニケーション能力の現状） 
学生が任意に提出した質問紙で有効回答数は

89.4％であった．内容に関わらず，従来からの臨
床実習でも有意に共感的なコミュニケーション
能力が向上した(t(125)=-4.6, p<0.0001 図 1)．ま
た先行研究で指摘されている，女子学生の方が
実習前の時点での共感的なコミュニケーション
能力が高いという結果については有意差を認め
なかった(t(124)=-1.1, n.s.)．しかし男子学生は実
習の内容に関わらず，実習を行うことだけで共
感的なコミュニケーション能力が有意に向上す
るのに対し，女子学生は入院症例を選択した学
生のみ，有意な向上を認めた． 

 
（精神的健康度と共感的コミュニケーション能力の関係について） 
学生の精神的健康度については他の研究と比較し，本研究の被験者は同程度の精神状態であ

った．しかし GHQ-30 の下位項目である「E 不安と気分変調」「F 希死念慮うつ傾向」が陽性で
あった学生（40 名）とそうでなかった学生では共感的コミュニケーション能力が向上しにくい
傾向を認めた(t(124)=-1.8, p<0.10)． 
（医療面接を行った患者数について） 
最後に医療面接を行った患者数と JSE score

の変化量を示す（Fig1）．JSE score が最も向上す
るのは 3 名の患者との医療面接を行った場合で
あった（F(4,121)=3.3, p<0.01 図 2）． 
（考察） 
本研究で明らかとなったのは現在の医学教育

の臨床実習でも共感的コミュニケーション能力
を有意に向上させるが，より共感的なコミュニ
ケーション能力が向上するのは入院症例を選択
した場合と 5 日間の実習で 3 名の患者の医療面
接を行った場合であった．その理由としては外
来患者への医療面接よりも入院患者の医療面接の方が一人の患者に対する面接合計時間が長く



なること，1 日 10 分程度の面接を行った後に，一度家に帰って翌日に何を患者と話をするのか，
整理をつける時間があることで，より共感的コミュニケーション能力を向上させやすい面接を
行うことが出来るためではないかと推測された．また患者の人数については，実習日数に対して，
あまりに多すぎる患者との医療面接は学生にとって「消化不良」となることが今回の調査研究で
統計的な分析結果で明らかとなった． 
最後に今回の調査ではうつや不安がある学生では共感的コミュニケーション能力が向上しに

くい傾向が示唆された．これは他の研究でも既に指摘されており，臨床実習を有意義なものにす
るためには，このような学生を早い段階で見つけ出し，学生への対応を行うことが必要である． 
また学生の性格傾向が間接的に精神的健康度に影響を与え，共感的なコミュニケーション能力
に影響を与えていた可能性も否定出来ないため，今後は学生の性格傾向と精神的健康度を合わ
せて調査していく予定である． 
上記考察まで，2019 年医学教育学会，日本心療内科学会で発表を行い，論文については現在

投稿中である． 
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